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¬東

い
ま
、
国
保
料
が
高
す
ぎ
て
滞

納
に
な
り
、
資
格
証
明
書
や
無
保

険
で
、
医
療
機
関
に
受
診
で
き
ず

に
手
遅
れ
に
な

っ
た
り
、
必
要
な

治
療
が
受
け
ら
れ
ず

「診
療
中
断
」

に
な
る
な
ど
深
刻
な
事
態
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
東
京
社
保
協
で
は
国

保
署
名
に
取
り
組
む
と
共
に
地
域

社
保
協
で
自
治
体

へ
の
懇
談
、
要

請
行
動
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
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自
治
体
へ
の
要
請
行

動
各
地

で
広
が

る

中
野
社
保
協

一
８
月
２３
日

「中
野

区
と
の
対
話
集
会
」
開
催
。

「国

保
料
軽
減
や
窓

口
負
担
軽
減
」
に

つ
い
て
短
期
証
や
資
格
証
明
書
を

も

つ
患
者
さ
ん
か
ら
の
訴
え
や
事

例
を
伝
え
る
予
定
。

荒
川
社
保
協

一
８
月
１０
日
に
篠
崎

次
男
さ
ん
を
講
師
に

「国
保
学
習

会
」
を
開
催
。
区
か
ら
の
国
保
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
も
と
に
懇
談

会
も
予
定
。

１２
月
末
ま
で
に
国
保

加
入
世
帯
の
１
割
４
千
筆
の
国
保

署
名
を
集
め
る
こ
と
を
決
定
。

足
立
社
保
協

¨
７
月
２２
日
に
国
保

課
と
懇
談
。

０９
年
度
の
国
保
料
納

入
率
８‐
％
、

１０
年
３
月
時
点
で
短

無 る 例 受 21ら を 行  間 発
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彬
護

協
会
が
会
員
を

対
象

に
患
者

の
受

診
実
態
調
査
を
行
っ

た
と

こ
ろ
、
　

コ
）

の
半
年
間
に
経
済

的
理
由
か
ら
治
療

を
中
断

。
中
止
さ

れ
た
事
例
が
あ

っ

た
か
」
と

の
間
に

４５

。
４
％

の
会
員

が

「あ

っ
た
」
と

答
え
、
窓

口
負
担

が
重
す
ぎ

る
た
め

に
受
診
抑
制
が
広

が

っ
て
い
る
深
刻

な
実
態
が
あ
き
ら

か
に
な

っ
た
。

こ
れ
は
、
保
団
連

が
取
り
組
ん
で
い

る
も

の
で
、
協
会

は
６
月
初
旬
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
登
録
し
て

い
る
会
員
３
１
８
０
人
を
対
象
に

調
査
用
紙
を
送
信
し
月
末
ま
で
に

寄
せ
ら
れ
た
６
０
４
人
分
の
回
答

を
集
計
し
た
も
の
。

中
断

。
中
止
患
者
さ
ん
の
病
名

は
、

「修
復

・
補
綴

（義
歯
を
含

む
）
」
が
３９

・
５
％
、

「む
し
歯

治
療
」
が
３３

・
６
％
、

「歯
周
病
」

が
２３

・
４
％

の
順
に
多
く
、
む
し

歯
治
療

で

「痛
み
が
無
く
な

つ
た

ら
来
な
く
な
る
」
患
者
や
、
初
め

か
ら

「痛

い
と
こ
ろ
だ
け
治
療
し

て
欲
し
い
」
と
い
う
患
者
が
日
立

っ

て
い
る
。
補
綴
物
を
装
着
す
る
段

階
で
仮
歯

の
状
態
で
中
断
す
る
例

も
多
く
、

「バ
イ
ト
代
が
貯
ま

っ

た
ら
ま
た
来
ま
す
」

「仕
事
を
止

め
た
か
ら
と
い
つ
て
歯
周
病

の
治

療
を
中
断
し
た
」
と
い
う
患
者
も

い
る
。

ま
た
、

こ
の
半
年
間
で
検
査
や

投
薬
を
断
ら
れ
る
例
も
、

３５

。
６

％
が

「あ

っ
た
」
と
回
答
し
、
そ

の
う
ち
３９

・
７
％
が
レ
ン
ト
ゲ

ン

検
査
を
断
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は

「パ
ノ
ラ

マ
レ
ン
ト
ゲ

ン
を
撮
る

と
治
療
費
が
高
く
な
る
の
で
撮
ら

な

い
で
は
し
い
」
と
言
わ
れ
た
と

い
う
例
も
あ
る
。

こ
の
他
、
無
保
険
者
や
生
保
の

患
者
が
増
え
た
と
感
じ
て
い
る
と

コ
メ

ン
ト
す

る
会
員
が
多

く
、

「窓

口
負
担

の
軽
減
」
は
患
者

の

健
康
を
守
る
う
え
で
切
実
な
テ
ー

マ
と
な

っ
て
い
る
。

（東
京
歯
科

保
険
医
協
会

・
斉
藤
隆
事
務
局
長
）

東京社保協
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７
月

１５
日
に
国
民
大
運
動
実

行
委
員
会
主
催
の

「
学
習
交
流

集
会
」
で
の
講
演

（
要
旨
）
を

紹
介
し
ま
す
。
８
月

２６
日
に
は

東
京
社
保
協

の
学
習
会
で
改
め

て
分
り
や
す
く
、
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（文
責

・
編
集
部
）

一
橋
大
学
名
誉
教
授
　
緯
般
【ｍ
姓

治

バ
ラ

マ
キ
」
を
や
め
て
構
造
改

革
に
戻

つ
て
く
れ
、
と
い
う
菅

政
権

へ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な

か

っ
た
こ
と
、
消
費
税
増
税
訴

え
た
の
に
、
貧
困
者
に
は
還
付

す
る
と
か
の
ジ
グ
ザ
グ
が
だ
め

と
、
み
ん
な
の
党
な
ど

へ
吸
収

さ
れ
た
。

民
主
党
が
激
減
し
た
が
、
そ

れ
が
自
民
党
に
移
行
し
た
の
で

は
な
い
。
自
民
＋
民
主
で
７０
％

だ

っ
た
得
票
率
が
５６
％

へ
ｏ
二

大
政
党
に
不
信
感
を
示
し
た
が
、

み
ん
な
の
党
を
含
め
保
守
総
体

の
得
票
寡
占
率
は
７５

。
９
％
で

増
加
し
た
。

消
費
税
増
税
反
対
は
日
本
共

産
党
、
社
民
党
の
二
つ
だ
け
な

の
に
伸
び
な
か
っ
た
の
は

「日

米
同
盟
を
解
消
し
て
日
本
の
安

全
は
守
れ
る
の
か
、
消
費
税
増

税
し
な
い
で
財
政
は
破
綻
し
な

い
か
」
に
確
信
が
持
て
な
か

っ

た
か
ら
と
考
え
る
。

２
、
鳩
画
政
権
こ
は
感
ん
だ
り

た
か
、
な
ぜ
崩
壊
し
．患
一，
一か

①
政
権
交
代
、
民
主
党
政
権
を

生
ん
だ
二
つ
の
力
と
期
待

民
主
党
は
、

９８
年
か
ら
１０
年

間
保
守
政
党
と
し
て
自
民
党
と

競
い
合

っ
て
き
た
。

０７
ヽ

０９
年
の
転
換
が
、
勤
労

者
や
地
方
で

「自
民
党
で
は
も

う
だ
め
」
と
思

っ
て
い
る
人
を

惹
き
付
け
た
。
反
貧
困
、
反
構

造
改
革
の
各
地
の
運
動
と
沖
縄

県
民
の
運
動
な
ど
が
、
世
論
に

敏
感
だ

っ
た
民
主
党
を
変
え
、

改
憲
消
極
に
転
じ
さ
せ
た
。
そ

し
て
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
変
え
、

保
守
政
党
の
枠
か
ら
の
部
分
的

逸
脱
と
な

っ
た
。
ア
メ
リ
カ

・

財
界
の
保
守

へ
の
回
帰
圧
力
と

の
板
挟
み
で
ジ
グ
ザ
グ
の
歩
み

と
な

っ
た
。

②
改
憲
問
題
で
の
消
極
的
姿
勢

へ
　
の
転
換

鳩
山
は
、
民
主
党
き

っ
て
の

改
憲
派
で
あ
る
こ
と
を
封
印
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
国
民
の

改
憲
し
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う

声
に
押
さ
れ
て
政
権
が
誕
生
し

た
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。

③
福
祉
、
医
療
を
め
ぐ
る
動
揺

と
　
財
界

へ
の
屈
服

こ
の
分
野
で
も
動
揺
し
た
が
、

子
ど
も
手
当
、
母
子
加
算
復
活
、

障
害
者
自
立
支
援
法
廃
止
は
運

動
で
民
主
党
内
で
の
圧
力
が
あ

り
な
が
ら
８０
億
円
復
活
さ
せ
た
。

財
源
問
題
、
日
本
経
済
破
綻
論

で
強
烈
な
財
界
の
巻
き
返
し
で
、

政 中はれ民規高部幻消離期反反来主07 何挙 ,

祉 山部 め離が正 ｀
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労
働
者
派
遣
法
改
正
骨
抜
き
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止

を
先
送
り
し
、
新
た
な
支
出
の

仕
組
み

へ
と
す
す
め
た
。

３
、
菅
政
権
こ
は
、
一爆
書
回

帰
を
め
ざ
す

「反
動
■
政
権

①
菅
政
権
と
は
何
か

菅
首
相
、
仙
石
官
房
長
官
、

枝
野
幹
事
長
の
３
人
は
、
民
主

党
出
発
し
て
以
来
の
同
志
で
民

主
党
の
原
点
の
保
守
回
帰
派
で

あ
る
。
財
政
出
動
派
、
消
費
税

増
税

へ
の
障
害
物
を
除
去
し
、

社
民
党
、
国
民
新
党
を
斬
っ
た
。

小
沢
の
悪
い
と
こ
ろ

（定
数
削

減

。
国
会
改
革
）
だ
け
は
し
っ

か
り
継
承
し
て
い
る
。

「
日
米

同
盟
の
深
化
」

「構
造
改
革
、

再
加
速
の
方
針
」

「定
数
削
減
」

が

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
。
菅
政
権

は
、
い
つ
た
ん
支
持
率
回
復
し

た
が
、
国
民
は
消
費
税
増
税
で

冷
水
を
浴
び
せ
ら
れ
た
。

②
菅
政
権
と
改
憲
、
構
造
改
革

の
行
方

経
団
連
と
経
済
同
友
会
か
ら

「強
い
経
済

。
強
い
財
政
、
長

期
政
権
望
む
。
動
揺
す
る
こ
と

な
く
邁
進
し
て
欲
し
い
」
と
評

価
さ
れ
、　
マ
ス
コ
ミ
も

「選
挙

結
果
に
動
揺
す
る
な
」

「増
税

に
ま
い
進
し
ろ
」
と
期
待
。
菅

政
権
が

一
番
に
や

つ
た

の
は

「日
米
同
盟
の
深
化
」
、
辺
野

古
移
転
実
施
の
約
束
。
大
連
立

の
柱
は
、
消
費
税
と
改
憲
―
自

民
党
、
新
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
も
そ
ろ
つ
て
主
張
し
て
い
る
。

菅
政
権
の
構
造
改
革
の
２
本
柱

は
、
消
費
税
増
税
と
地
域
主
権

改
革
。
地
域
を
開
発
と
構
造
改

革
の
執
行
単
位
に
、
地
域
ご
と

に
福
祉
の
切
り
捨
て
を
競
争
さ

せ
支
出
抑
制
、
そ
の
先
に
道
州

制
が
あ
る
。
保
守
２
大
政
党
体

制
づ
く
リ

ヘ
、
消
費
税
増
税
を

テ
コ
に
大
連
立
を
実
現
し
衆
議

院
の
定
数
削
減
で
保
守
２
大
政

党

へ
、
そ
の
先
は
改
憲
と
消
費

税
の
増
税
で
あ
る
。

祉
こ
平
和
の
対
案
を

①
自
民
党
利
益
誘
導
型
政
治
で

も
構
造
改
革
で
も
な
い
対
抗
構

想
の
不
可
欠
な
３
つ
の
理
由

保
守
２
大
政
党
は
確
か
に
地

盤
沈
下
し
た
が
、
共
産
党
は
減

退
し
た
。
ど
う
と
ら
え
る
か
。

国
民
は
、
構
造
改
革
、
日
米
同

盟
に
代
わ
る
選
択
肢
が
み
つ
か

ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
急
進
構

造
改
革
の
み
ん
な
の
党

へ
。
本

当
の
福
祉
の
た
め
の
政
治

へ
支

持
獲
得
運
動
の
今
ま
で
以
上
の

具
体
化
が
必
要
で
あ
る
。
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
代
わ
る

「新
制
度
」
に
対
抗
す
る
制
度
、

派
遣
法
改
正
に
対
す
る
抜
本
改

革
法
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に

代
わ
る
障
害
者
総
合
福
祉
法
、

障
害
者
基
本
法
抜
本
改
正
、
地

方
政
府
基
本
法
、
地
方
分
権
改

革

一
括
法
に
代
わ
る
地
方
自
治

立
法
を
打
ち
出
し
示
す
必
要
が

あ
る
。

②
新
し
い
福
祉
国
家
の
輪
郭
と

そ
の
具
体
化

い
ま
必
要
な
の
は
、
福
祉
の

個
々
の
つ
ま
み
ぐ
い
で
は
な
い
。

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
営
む
権

利
実
現
の
制
度
づ
く
り
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
を
改
め
て
明
確

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一屋
用
と

社
会
保
障
を
車
の
両
輪
と
し
て

柱
に
。
健
全
な
労
働
市
場
の
整

備
は
公
的
責
任
で
行
い
、
必
要

不
可
欠
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
現

物
給
付
、
重
層
的
所
得
保
障
を
。

２５
条
を
豊
か
に
、
医
療
、
介
護
、

教
育
、
保
育
、
住
宅
、
環
境
保

障
を
前
提
と
し
な
が
ら
予
算
闘

争
を
組
む
。
新
し
い
福
祉
国
家

を
支
え
る
財
政
に
つ
い
て
は
、

税
制
シ
ス
テ
ム
と
福
祉
国
家
型

経
済
の
具
体
的
な
対
案
を
出
す
。

大
企
業

へ
の
応
能
負
担
、
大

企
業
法
人
税
の
改
正
、
税
率
引

き
上
げ
は
最
低
で
も
構
造
改
革

前
に
も
ど
し
、
大
企
業
に
対
す

る
社
会
的
貢
献
税
、
所
得
税
の

累
進
制
の
引
き
上
げ
を
行
う
。

大
型
公
共
事
業
投
資
、
軍
事

費
こ
そ
仕
訳
す
べ
き
で
あ
る
。

経
済
構
造
を
変
え
て
中
小
企
業
、

地
場
産
業
の
復
活
の
道
や
医
療
、

介
護
、
教
育
な
ど
福
祉
施
設
拡

充
型
公
共
事
業
投
資
を
行
う
。

民
主
党
の
地
域
主
権
国
家
、

分
権
論
に
対
抗
す
る
福
祉
国
家

型
地
方
自
治
、
福
祉
国
家
体
制

づ
く
り
を
行
う
。
財
政
は
国
が

負
担
し
、
運
営
、
管
理
は
市
町

村
が
行
う
。
国
会
議
員
は
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
か
ら
見
て
も
少
な
い
。
比

例
代
表
制
、
政
治
活
動
、
選
挙

活
動
の
自
由
の
確
保
で
き
る
選

挙
制
度
改
革
、
強
力
な
福
祉
行

政
を
支
え
る
公
務
員
制
度
、
公

務
労
働
の
拡
大
を
。

東
ア
ジ
ア
の
平
和
保
障
と
安

保
体
制
の
解
消
と
東
ア
ジ
ア
地

域
経
済
圏
を
確
立
し
、
日
米
同

盟
論
、
抑
止
力
論
に
対
抗
す
る

ア
ジ
ア
の
平
和
国
家
、
地
域
構

想
を
確
立
す
る
。

③
新
し
い
福
祉
国
家
型
対
抗
構

想
を
運
動
の
中
で
ど
う
作
成
す

る
か７０

年
代
、
日
本
共
産
党
の
政

策
と
対
抗
づ
く
り

「
日
本
経
済

へ
の
提
言
」
は
、
福
祉
国
家
の

包
括
的
な
提
言
で
あ

つ
た
。

８０

年
代
中
央
社
保
協
の
社
会
保
障

憲
章
づ
く
り
の
取
り
組
み
も
あ

る
。
医
療
崩
壊
、
雇
用
安
定
な

ど
緊
急
提
案
だ
け
で
は
だ
め
。

憲
法
２５
条
を
具
体
化
す
る
、
福

祉
国
家
の
民
主
的
規
制
と
外
交
、

安
保
政
策
―
安
保
条
約
廃
棄
の

提
案
を
。

対
抗
構
想
づ
く
り
の
担
い
手

は
革
新
政
党

＋
運
動
団
体
、
専

門
家
集
団
＋
学
者
集
団
が
運
動

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
総
力
発
揮

し
て
、
新
し
い
対
抗
す
る
運
動

を
つ
く
つ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

む
す
び

確
か
に

一
歩
は
踏
み
出
し
た
。

普
天
間
も
基
地
撤
去
も
は
じ
め

て
論
議
さ
れ
た
。
沖
縄
県
民
世

論
調
査
で
は
、
過
半
数
が
安
保

条
約
廃
棄
を
求
め
て
い
る
。
学

習
す
る
な
か
で
次
の
選
択
に
移

行
す
る
。

自
治
体
の
変
革
か
ら
攻
め
上

げ
る
、
自
治
体
の
首
長
を
奪
還

す
る
目
標
を
も
ち
、
自
治
体
レ

ベ
ル
で
福
祉
の
対
案
づ
く
り
を

始
め
よ
う
。
構
造
改
革
の
新
制

度
に
反
対
す
る
批
判
を
強
め
、

対
抗
構
想
づ
く
り
を
急
ご
う
。

ジ
グ
ザ
グ
の
中
で
国
民
は
経

験
し
て
い
く
。　
〓
署
一
憂
せ
ず
、

国
民
が
経
験
す
る

一
歩
を
で
き

る
だ
け
犠
牲
少
な
く
、
し
つ
か

り
旗
を
た
て
、
具
体
的
に
示
す

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
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都
知
事
選
挙
ま
で
、
あ
と
８

か
月
に
迫
り
ま
し
た
。
新

し
い

政
治
を
め
ざ
す
国
民

の
声
と
行

動
は
、

７
月

の
参
院
選
挙
で
民

主
党
に
厳
し
い
審
判
を
下
し
、

自
ら

の
希
望
を
託
せ
る
政
治
を

求
め
て
模
索
し
て
い
ま
す
。

都
民

。
国
民
の
思

い
は
、
今

こ
そ
い
の
ち

・
暮
ら
し
を
第

一

の
政
治
に
都
政
も
国
政
も
転
換

し
て
ほ
し
い
と
い
う
熱

い
願

い

で
す
。
そ
の
中
で
の
２
０
１
１

年
春

の
都
知
事
選
挙
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
原
都
政

１２
年

は
、
財
界

・
小
泉

「構
造
改
革
」
と

一
体
と
な

つ
て
都

民
不
在
、
都
民
に

背
を
向
け
た
都
政

を
強
権
的
に
押
し

進
め
て
来
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
革

新
都
政

の
誕
生

で

都
政
を
転
換
し
、

東
京
か
ら
国

の
政

都
民

の
願

い
を
実
現
し
、
東
京

か
ら
国

の
政
治
を
変
え
る
絶
好

の
チ
ヤ
ン
ス
で
す
。

革
新
都
政
を

つ
く
る
会
は
、

「
反
貧
困
、
憲
法
が
輝
く
暮
ら

し
第

一
の
都
政

で
希
望
有
る
東

京
を
」
め
ざ
し
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
実
現

の
展
望
を
示
す

「基

本
政
策
案
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

幅
広

い
多
く

の
都
民
の
み
な
さ

ん
の
知
恵
と
力

の
結
集
軸
に
し

た

い
と
思

い
ま
す
。

（革
新
都

政
を

つ
く
る
会
事
務
局
長

。
中

山
伸
）

治
を
変
え
ま
す
。

そ

し

て
革
新

都

政
を

つ
く
る
会
は

「
３
つ
の
転

換
と
４
つ
の
ゼ

ロ
」
の
実
現
と

基
本
政
策
案
の
実
行
で
、
貧
困

を
解
消
し
憲
法
９
条
が
輝
く
、

希
望
の
も
て
る
東
京
を
め
ざ
し

ま
す
。

（３
つ
の
転
換

い
の
ち

・
福
祉
、
雇
用
、

く
ら
し
、
教
育
、
中
小
企
業

を
破
壊
す
る

「構
造
改
革
」

か
ら
転
換
し
、
貧
困
を
解
消

し
、
い
の
ち
、
く
ら
し
を
第

一
と
す
る

『
新
た
な
福
祉
都

政
』
を
実
現
し
ま
す
。

大
規
模
開
発
、
大
企
業
優

先
の
経
済

・
都
市
づ
く
り
か

ら
転
換
し
、
中
小
企
業
と
地

域
経
済
を
活
性
化
し
、
住
ま

い
、
防
災
、
環
境
を
優
先
す

る
都
市
、
東
京
を

つ
く
り
ま

す
。憲

法
否
定
、
都
政
の
私
物

化

・
ム
ダ
使
い
、
都
民
無
視

の
都
政
か
ら
憲
法
９
条
を
守

り
、
核
の
な
い
世
界
を
め
ざ

し
、
都
民
が
主
人
公
の
開
か

れ
た
都
政
に
転
換
し
ま
す
。

①
貧
困
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

一

②
保
育
待
機
児
ゼ
ロ
ヘ
　

一

③
高
齢
者
医
療
費
ゼ
ロ
ヘ

一

④
高
校
進
学
で
き
な
い
子
一

ど
も
ゼ
ロ
ヘ
　
　
　
　
　
一

財
源
に

つ
い
て
も
東
京

・

都
の
予
算
規
模

（ス
ウ

エ
ー

一

デ
ン
の
国
予
算
に
匹
敵
す

一

る

一
般
会
計
６
兆
円
、
全

一

会
計
で
１２
兆
円
。
オ
リ
ン
一

ピ
ッ
ク
基
金
を
含
め
て
１
一

兆
３
全
億
円
の
基
金
が
あ

一

り
ま
す
）
は
、
都
民
の
要

一

望
に
十
分
一心
え
ら
れ
ま
す
。　
・

③

¬
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４
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の
ゼ
ロ
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